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組織の概要 
 

創  業 1971年 9月 22 日 

 

１. 事業社名および代表者名 

商  号 株式会社 大昭和加工紙業 

英文商号 Daishowa Paper Converting Co.,Ltd. 

代表取締役社長 田中 博邦 

２. 所在地および連絡先 

本社・今泉工場 静岡県富士市今泉 3-16-13 

TEL : 0545‒52‒5488 FAX : 0545‒52‒5897 

比奈工場 静岡県富士市比奈 798 

TEL : 0545‒52‒6211 FAX : 0545‒52‒6210 

URL : https://www.daishowa-kakoshi.co.jp 

３. 環境管理責任者氏名 

環境管理責任者 ：芹澤 健司 

副環境管理責任者 ：小林隆一郎 

今泉工場事務局 ：川久 貴裕 

比奈工場事務局 ：佐野 暁洋 

４. 事業の内容 

今泉工場は、家庭・業務用に使用されるパッケージ（紙器・各種紙容器）全般と、事務

処理、情報処理等に使用される情報用紙（ビジネスフォーム）の印刷・加工・製造をし

ています。 

比奈工場は、グラビア印刷および医薬品・化粧品等の外装箱などに使用される紙素材

（板紙貼合紙）を製造しています。 

５. 事業の規模 

資 本 金 ： 1億円 

売  上 ： 31.2億円 

 従業員数 年度 2022 2023 2024  延べ床総面積 

  本社・今泉工場 57人 52人 52 人  23,290 ㎡ 

  比奈工場 43人 40人 36 人  10,715 ㎡ 

  計 100人 91人 88 人   
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沿   革 

当社のあゆみ 

1961年 8月 大昭和製紙㈱吉永工場※加工課にてラミネーター操業開始 

                  ※現在の日本製紙株式会社富士工場  

1970年10月 日本ブロックパック㈱設立 

1971年 9月 サイトウ紙器㈱設立 

1972年 5月 サイトウ紙器㈱紙器工場操業開始 

1972年 6月 サイトウ紙器㈱ストックフォーム印刷工場操業開始 

1974年 3月 世和加工紙㈱設立 

1975年 1月 サイトウ紙器㈱が日本ブロックパック㈱を吸収合併 

1975年 3月 世和加工紙㈱から㈱大昭和加工紙に商号変更 

1975年 4月 ㈱大昭和加工紙が大昭和製紙㈱吉永工場※加工課業務を譲受 

1977年 3月 サイトウ紙器㈱と㈱大昭和加工紙が合併、㈱大昭和加工紙業に商号変更

（旧２社は、それぞれ今泉工場、比奈工場に改組） 

1990年 6月 今泉工場にビジネスフォーム印刷工場およびオフセット（紙器・パッケー

ジ）印刷工場を増設 

2009年 5月 エコアクション21認証登録 

2012年 6月 比奈工場 FSC認証取得 

 2013年 1月 今泉工場 フォーム製造部 CTP製版システム導入 

2014年 5月 今泉工場 紙器製造部 ドイツ製窓貼機導入 

2016年 7月 ISO9001認証登録 

2016年 9月 今泉工場 紙器製造部 CTP製版システム導入 

2017年 8月 比奈工場 グラビア10号機改造（6色から7色へ） 

2018年 2月 エコアクション２１ 環境コミュニケーション大賞で優秀賞を受賞 

2019年 5月 今泉工場 紙器製造部 油性オフセット5色印刷機更新 

2020年10月 新紙素材「ICBボード」およびICBボードを用いた「KAMIDE+CNF」販売開始 

 2021年11月 部署名｢紙器｣｢フォーム｣｢比奈｣をそれぞれ｢パッケージ｣｢情報用紙｣｢機能

紙｣に改称 
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企 業 理 念 

株式会社 大昭和加工紙業は、紙加工製品の製造・販売事業を通じて、生態系・環境

に配慮した企業活動を基本とし、環境保全活動と循環型社会の形成に取り組みます。 

 

環境経営方針 

当社は環境経営に継続して取り組み、以下の重点分野を通じ、社会への貢献を目指し

ます。 

１．当社の事業活動から生じる環境負荷の低減に向けて、次の項目に取り組みます。 

（１）電気・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

（２）廃棄物の削減・リサイクル 

（３）節 水 

（４）化学物質使用量の削減 

２．環境配慮製品の開発・提供を推進します。 

３．環境関連法規およびその他の環境関連要求事項を順守します。 

４．環境教育を実施し、活動計画に基づき全員参加で取り組みます。 

５．環境への取り組みについて、環境経営レポートを作成し公表します。 

制定 2008年１月 10 日 

改定 2019年６月 27 日 

株式会社 大昭和加工紙業 

代表取締役社長 田中博邦 

 

会社方針（2024年） 

以下の目標を一丸となって成し遂げる 

１．労働生産性の向上を図る 

（無駄・過剰在庫・不良品・クレームを撲滅し、全部門を黒字化する） 

１．完全無事故無災害を目指す 

（５Ｓ・５ゲン主義を具現化する） 

１．ＳＤＧｓを意識し社会とともに成長する 

（社会正義と利他のこころを意識する） 

※５ゲン主義：現場・現物・現実・原理・原則 
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代表者
代表取締役社長
田中博邦

環境管理責任者
比奈工場
工場長：芹澤健司

副環境管理責任者
管理部総務課
課長：小林隆一郎

事務局
今泉工場
技術室

営業部
機能紙課
主任：佐野暁洋

今泉工場
（副環境管理責任者） 事務部門

管理部総務課 営業部

課長：小林隆一郎 取締役部長：村田敦史

製造部門
今泉工場  パッケージ課

今泉工場  情報用紙課
課長：菅野泰義

産業廃棄物管理責任者
特別産業廃棄物管理責任者

管理部総務課
課長：小林隆一郎

比奈工場
（環境管理責任者） 事務部門

工場長：芹澤健司 営業部　機能紙課

課長：渡井久幸

比奈工場　技術室
主任：飯澤文彦

産業廃棄物管理責任者
特別産業廃棄物管理責任者

営業部　機能紙課
主任：佐野暁洋

環境管理体制および責務
2023年2月1日

方針の決定。環境経営に対する取り組みを適切に実行するための必要な
人員・設備・費用等を適切に準備する。環境管理責任者を任命する。全
体の取組状況を評価し、見直しを実施し必要な指示を行う。

代表者に変わり環境経営システムガイドラインの要求事項を満たす環境
経営システムの構築・運用し、その状況を代表者に報告する。システム
全体の構築・運用に責任を持つ。
環境管理責任者を補佐し環境管理システムの適切な運用を推進する。

比奈工場におけるエコ
アクションの具体的運
用・推進と統括 製造部門

比奈工場　機能紙課
課長代理：鈴木一覚

環境への負荷の把握および評価ならびに環境への取り組みを把握し今後
の取り組みを評価。環境法令の取りまとめと法律遵守と評価。環境目標
および環境活動計画の策定。環境教育・訓練の年間計画の策定。緊急事
態への対応策の策定と定期的な訓練などの実施。環境関連文書を作成し
整理および取組に必要な記録を整理する。

主任：川久貴裕

今泉工場におけるエコ
アクションの具体的運
用・推進と統括

課長：佐野千浩

比奈工場における産業廃棄物の管理
・適正な処理・マニフェスト管理。

製造工程における環境負荷削減の目
標値管理と材料歩留の向上。製造部
門の活動の推進。

今泉工場における環境法令・関連法
令の遵守と教育。効率的な事務所内
の目標値管理。

比奈工場における環境法令・関連法
令の遵守と教育。効率的な事務所内
の目標値管理。

製造工程における環境負荷削減の目
標値管理と材料歩留の向上。製造部
門の活動の推進。

今泉工場における産業廃棄物の管理
・適正な処理・マニフェスト管理。

製造工程における化学物質使用量の
把握・管理。
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課題とチャンスの整理 
 

 項 目 課 題 チャンス 

 外部起因 ・製品の陳腐化 

・販売競争激化 

・顧客離れ→売上げの減少 

・多品種化、少量発注など顧客要

求の変化 

・顧客ニーズの多様化 

 

・マーケットの縮小 

 

・原材料費、燃料費の上昇 

・製品のエネルギー効率が悪い 

・エコロジー製品の市場投入 

・独自の機能をもつ製品の開発 

・新市場の開拓 

・顧客要求にこたえることによる

信頼性の向上 

・顧客満足度の向上 

・マーケティング強化 

・高収益製品へ経営資源を集中 

・不採算製品の縮減 

・省資源・省エネ化の推進 

 内部起因 ・電気の大量使用 

・施設、設備の老朽化 

・人材不足 

・社員の高齢化 

・マニュアルの未整備 

・歩留が低い 

・クレーム品の発生 

・施設、設備の集約化 

・同上 

・労働条件の見直し 

・中途採用の推進 

・マニュアルの整備・教育 
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環境経営目標（中長期目標 2025 ～ 2027） 
 

 目標数値の基準年度を前年度に設定し、今後 3年間の目標を立てました。 

当社製品の主原料である紙について、生産効率や歩留を改善し、エネルギーおよび資源使

用効率を向上させ、生産性向上・コスト削減ならびにCO2排出量の削減を目標とします。 

併せて、新製品の拡販、また、顧客要請に応じた FSC認証の継続等により、売上の向上を

図ります。 

 

 項 目 単 位 
基準年度 
2024年度 2025 2026 2027 

 原紙使用量あたりのCO2排出量の削減 ㎏-CO2/t 88.92 87.70 87.50 87.30 

  今泉工場 ㎏-CO2/t 96.55 95.23 95.01 94.79 

  比奈工場 ㎏-CO2/t 82.69 81.56 81.37 81.18 

 廃棄物の削減 損紙発生

量の低減（歩留の向上） 

原 紙 ｔ 980.7 対前年比 

0.5%削減 

対前年比 

0.5%削減 

対前年比 

0.5%削減 梱包類 ｔ 33.6 

 化学物質使用量の削減・トルエン代

替品の検討（廃溶剤発生量の削減、

PRTR化学物質の代替） 

ｔ 15.5 
対前年比 

１%削減 

対前年比 

１%削減 

対前年比 

１%削減 

 
水使用量の削減 

用 水 ｔ 42.6 対前年比 

１%削減 
対前年比 

１%削減 
対前年比 

１%削減 上水道 ｔ 0.5 

 
新製品の拡販 新規取引の開拓  年間２件 年間２件 年間２件 

 
FSC認証  

拡販に向
けて継続 

拡販に向
けて継続 

拡販に向
けて継続 

 
緑 化  継続 継続 継続 

※排出係数は東京電力エナジーパートナー2024年度 0.408kg/CO2を参照しました。 
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97.08 0.51 95.6 70.4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

今泉 エネルギー効率の向上 計画 78.2 95.8 106.3 137.5 156.5 113.2 80.7 70.0 74.6 68.4 72.7 78.1 ×

エネルギー使用量の節減 実績 74.1 74.4 99.4 105.4 129.3 127.9 92.2 78.5 110.0 109.1 100.6 84.9 96.6

CO2の削減 【パッケージ】印刷歩留の向上 計画% 97.8 97.8 97.8 97.8 97.8 97.8 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 ×

電気使用量の削減 (対前年度平均歩留以上) 実績 97.1 96.8 96.5 97.1 97.5 97.4 97.1 96.5 97.6 97.0 97.2 97.2 97.1

（生産性の向上） 計画 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 〇

●削減目標：計画比9,400kwh
                 14,934kWh

実績 1.2 0.7 0.7 0.4 0.3 0.7 0.8 -0.7 0.5 -0.1 0.7 0.9 0.5

計画比 -2.1%

評価 〇

損紙発生量の削減 計画t

●削減目標：前年度比2.4ｔ 実績

計画比 -1.8%

評価 〇

廃溶剤の削減 計画t

●削減目標：前年度比20kg 実績

計画比 -46.0%

評価 〇

水使用量の削減 計画 4,091

●削減目標：前年度比40㎥ 実績 5,510

計画

実績 〇

計画比 134.7%

評価 ×

売上向上 ティッシュカートンの増販 計画 200 200 200 200 200 200 150 150 150 150 150 150

目標：150万枚以上/月 実績 193 205 136 159 213 153 159 85 266 105 163 144

評価 ×

比奈 エネルギー効率の向上 計画 70.0 64.9 81.0 72.9 72.0 82.6 66.9 63.0 77.8 78.4 88.4 61.3 ×

エネルギー使用量の節減 実績 46.9 76.9 81.7 99.0 97.7 99.5 110.1 68.1 87.7 75.3 124.6 85.7 82.7

CO2の削減 カップ関連製品の歩留向上 計画% 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 〇

電気使用量の削減 (96.0%以上) 実績 96.0 94.9 96.4 95.6 94.9 95.4 96.2 95.6 95.7 96.4 95.6 94.7 95.6%

（生産性の向上） ホログラムK292の歩留向上 計画% 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 〇

●削減目標：計画比6,700kwh
                 14,934kWh

(97.5%以上) 実績 98.2 97.6 94.7 96.1 97.1 96.7 97.0 96.7 96.8%

計画

実績 〇

計画

実績 〇

計画

実績 〇

計画

実績 〇

計画

実績 〇

計画比 -6.7%

評価 〇

損紙発生量の削減 計画t

●削減目標：前年度比2.5ｔ 実績

計画比 -1.2%

評価 〇

廃溶剤の削減 計画

●削減目標：前年度比40㎏ 実績

計画比 -6.8%

評価 〇

水使用量の削減 計画

●削減目標：前年度比450㎥ 実績

計画

実績 〇

計画比 -14.3%

評価 〇

新規取引の開拓 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

●目標：年間12件 実績 2 0 1 0 2 0 1 0 1 0 1 0 8件

評価 ×

敷地内の緑化推進 森林認証の継続 計画

鉢植え栽培 実績

評価 〇

164.3%

×

〇

2.39

50.1%

×

1,473

2,420

250.4

238.0

-4.9%

〇

1.59

新規受注数　1件/月

クーリング,エアコン使用水管理

地下水使用量の測定 20,759

16,541

-20.3%

〇

× ×

24,377

22,152

-9.1%

〇

-16.0%

〇

〇

5.97

6.31

5.7%

〇

259.6

残インキの再利用

3.3%

×

8.10

6.80

234.8

238.2

1.4%

原紙使用量に対するCO2排出量原単
位(㎏-CO2/t)の向上 (計画:72.2)

昼休み消灯

クーリング,エアコン使用水管理

118.0%

×

地下水・上水道の節約

-

-

2,618

3,090

×

【情報用紙】シングル機の歩留向
　上 0.1%アップ(し93.1%に)

1.1%

×

-5.3%

〇

259.4

244.8

-5.6%

廃溶剤の削減

×

2.84

0.00

吸気ファンのフィルター管理

エアコンフィルターの清掃

照明不要時の消灯

蒸気漏れ補修

-8.1%

〇

〇

分別の推進、発生損紙の再利用、
リサイクル

251.3

〇

環境目標，環境活動計画・実績

（2024年度）
事業
所

環境目標 手段 区分
2024 2025

達成度

損紙発生量の抑制、発生損紙の再
利用

原紙使用量に対するCO2排出量原単
位(㎏-CO2/t)の向上 (計画:89.3)

-5.0%

〇
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今泉 エネルギー効率の向上 ×

エネルギー使用量の節減 96.60

CO2の削減 【パッケージ】印刷歩留の向上 × 小ロット品の増加 オペレーションの向上 左記の対策を継続

電気使用量の削減 (対前年度平均歩留以上) 97.1

（生産性の向上） 〇 小ロット品の増加 オペレーションの向上 左記の対策を継続

●削減目標：計画比9,400kwh
                 14,934kWh

0.5

-2.1%

〇

損紙発生量の削減 -1.8% 検品の強化 左記の対策を継続

●削減目標：前年度比2.4ｔ 〇 損紙再利用の推進

廃溶剤の削減 -46.0% 小ロット品の増加

●削減目標：前年度比20kg 〇 顧客の要求の高度化

水使用量の削減 134.7% 左記の対策を継続

●削減目標：前年度比40㎥ ×

売上向上 ティッシュカートンの増販 左記の対策を継続

目標：150万枚以上/月 ×

比奈 エネルギー効率の向上 ×

エネルギー使用量の節減 82.7

CO2の削減 マシンの稼働率向上 〇

電気使用量の削減 (対前年度実績75.7%以上) 95.6%

（生産性の向上） ミラーアルコートの歩留向上 〇

●削減目標：計画比6,700kwh
                 14,934kWh

(90%以上) 96.8%

-6.7%

〇

損紙発生量の削減 -1.2%

●削減目標：前年度比2.5ｔ 〇

廃溶剤の削減 -6.8%

●削減目標：前年度比40㎏ 〇

水使用量の削減 地下水使用量の測定 -14.3%

●削減目標：前年度比600㎥ クーリング,エアコン使用水管理 〇

新規取引の開拓 8件 左記の対策を継続

●目標：年間12件 ×

廃溶剤の削減

損紙発生量の抑制、発生損紙の再
利用

原紙使用量に対するCO2排出量原単
位(㎏-CO2/t)の向上 (計画:89.3)

【情報用紙】シングル機の歩留向
　上 0.1%アップ(し93.1%に)

手段

環境目標に係る対策および目標

見本品の提出→製品化決
定までが長期に及ぶ

長期間を見込んだ営業活
動を行う

赤字銘柄の整理による失
注を補填できず

採算の合う製品の新規受
注

（2024年度）

対策・措置

新規受注数　1件/月

原因 次年度の目標

残インキの再利用

分別の推進、発生損紙の再利用、
リサイクル

原紙使用量に対するCO2排出量原単
位(㎏-CO2/t)の向上 (計画:72.2)

地下水・上水道の節約

事業所 環境目標

10月～1月間の原単位悪
化

上水道配管の破損による
漏水

上水道使用水量の監視

7月～10月間の原単位悪
化

達成度
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2023年度
実績 目標 実績

全社 電力 千kwh 1,621.4 1,605.2 1,541.2 ○ - 4.0% 

ガソリン ｋL 2.97 2.94 2.44 ○ - 17.0% 

軽油 ｋL 0.00 0.00 0.00 ##### #DIV/0!

灯油 ｋL 0.43 0.42 0.86 × + 102.6% 

LPガス ｔ 11.9 11.8 9.5 ○ - 19.6% 

都市ガス(GHP等) ｋm3 25.0 24.8 30.1 × + 21.4% 

蒸気 千ｔ 1.57 1.55 1.47 ○ - 5.5% 

ｔ 1,000.8 995.8 980.7 ○ - 1.5% 

ｔ 34.2 34.0 33.6 ○ - 1.1% 

金属 ｔ 16.1 16.0 19.9 × + 24.1% 

木くず ｔ 13.7 13.6 11.9 ○ - 12.9% 

一般廃棄物 ｔ 15.8 15.8 10.1 ○ - 35.8% 

ｔ 1,082.0 1,076.6 1,053.0 ○ - 2.2% 

廃溶剤 ｔ 18.6 18.5 15.5 ○ - 16.2% 

用 水 kL 49.2 48.7 42.6 ○ - 12.7% 

上水道 kL 0.50 0.49 1.63 × + 231.4% 

電力 千kwh 947.3 937.9 918.3 ○ - 2.1% 

ガソリン ｋL 2.76 2.73 2.25 ○ - 17.6% 

軽油 ｋL 0.00 0.00 0.00 ##### #DIV/0!

灯油 ｋL 0.43 0.42 0.86 × + 102.6% 

LPガス ｔ 6.8 6.7 6.0 ○ - 9.7% 

都市ガス(GHP等) ｋm3 25.0 24.8 30.1 × + 21.4% 
情報用紙 ｔ 239.3 238.1 222.6 ○ - 6.5% 
パッケージ ｔ 248.3 247.1 253.6 × + 2.6% 

梱包類 ｔ 17.3 17.2 18.4 × + 7.2% 

金属 ｔ 2.9 2.8 4.1 × + 45.5% 

木くず ｔ 2.5 2.5 6.4 × + 154.8% 

一般廃棄物 ｔ 4.7 4.7 4.7 × + 0.5% 

ｔ 516.3 513.7 512.2 ○ - 0.3% 

廃溶剤 ｔ 4.5 4.4 2.4 ○ - 46.0% 

用 水 kL 3.6 3.6 3.9 × + 7.7% 

上水道 kL 0.5 0.5 1.6 × + 231.4% 

電力使用量 千kwh 674.1 667.4 622.9 ○ - 6.7% 

ガソリン ｋL 0.21 0.21 0.19 ○ - 9.8% 

LPガス t 5.19 5.14 3.47 ○ - 32.6% 

蒸気 千ｔ 1.57 1.55 1.47 ○ - 5.5% 

ｔ 513.2 510.7 504.5 ○ - 1.2% 

ｔ 16.9 16.8 15.2 ○ - 9.6% 

金属 ｔ 13.3 13.2 15.8 × + 19.5% 

木くず ｔ 11.2 11.1 5.4 ○ - 51.1% 

一般廃棄物 ｔ 11.2 11.1 5.4 ○ - 51.1% 

ｔ 560.1 557.3 540.8 ○ - 3.0% 

廃溶剤 ｔ 14.1 14.0 13.1 ○ - 6.8% 

用 水 kL 45.6 45.1 38.7 ○ - 14.3% 

比奈
工場

産
業
廃
棄
物

使
用

量

エ
ネ

ル
ギ
ー

計

特別管理廃棄物

目標の設定と実績
（2024年度）

計

産
業
廃
棄
物 計

　
 

使
用
量

　
 
エ
ネ
ル
ギ
ー

今泉
工場

　
使
用
量

　
エ
ネ
ル
ギ
ー

紙類

産
業
廃
棄
物

水使用量

特別管理廃棄物

損　紙

区分 項　目 単 位 評価(対目標)
2024年度

 水使用量

損　紙

梱包類

紙類

損　紙
紙類

梱包類

特別管理廃棄物

水使用量
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※排出係数は東京電力エナジーパートナー2024年度 0.408kg/CO2を参照しました。 

 

 

 

ｴﾈﾙｷﾞｰ÷原紙使用量（GJ/t） 　　                
CO2排出量÷原紙使用量（(kg-CO2)/t）

2022年度 2023年度 2024年度
実績 実績 実績

電 力 使用量 千kwh 1,844 1,621 1,541
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 18,124 15,939 15,150
CO2排出量 t-CO2 833.4 609.7 628.8
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 1.383 1.361 1.421
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 63.57 52.05 58.97

ガ ソ リン 使用量 kL 3.3 3.0 2.4
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 115 103 84
CO2排出量 t-CO2 7.7 6.9 5.7
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.009 0.009 0.008
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 0.59 0.59 0.53

軽 油 使用量 kL 0.0 0.0 0.0
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 0 0 0
CO2排出量 t-CO2 0.0 0.0 0.0
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.000 0.000 0.000
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 0.00 0.00 0.00

灯 油 使用量 kL 0.5 0.4 0.9
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 18 16 31
CO2排出量 t-CO2 1.2 1.1 2.1
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.001 0.001 0.003
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 0.09 0.09 0.20

Ｌ Ｐ ガ ス 使用量 t 13.1 11.9 9.5
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 657 599 477
CO2排出量 t-CO2 39.3 35.8 28.5
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.050 0.051 0.045
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 3.00 3.06 2.68

都市ガス 使用量 千Nm3 26.7 25.0 30.1
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 1,099 1,029 1,236
CO2排出量 t-CO2 57.7 54.1 64.9
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.084 0.088 0.116
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 4.40 4.61 6.09

蒸 気 使用量 千ｔ 1.66 1.57 1.47
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 3,485 3,298 3,084
CO2排出量 t-CO2 249.2 235.8 220.5
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.266 0.282 0.289
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 19.01 20.13 20.68

合 計 総ｴﾈﾙｷﾞｰ量 GJ 23,498 20,983 20,062 -4.39%

総CO2排出量 t-CO2 1,189 943 951 0.77%

総ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 1.79 1.79 1.88 5.03%

総CO2排出量/原単位(kg-CO2)/t 90.7 80.5 89.1 10.70%

t 13,108 11,714 10,663 -8.97%

×

120.48%

原紙使用量（原単位）に対するエネルギー量およびCO2排出量実績

-4.95%
△

13.31%

【全　　社】

区　分 単　位 前年比 評 価

-17.83%
○

-9.73%

-6.50%
△

2.71%

20.14%
×

31.98%

-20.42%
○

-12.58%

100.70%

×

原単位 (原紙使用量)
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ｴﾈﾙｷﾞｰ÷原紙使用量（GJ/t） 　　                
CO2排出量÷原紙使用量（(kg-CO2)/t）

2022年度 2023年度 2024年度
実績 実績 実績

電 力 使用量 千kwh 1,140 947 918
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 11,203 9,312 9,027
CO2排出量 t-CO2 515.1 356.2 374.7
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 2.286 1.935 1.884
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 105.11 74.02 78.19

ガ ソ リン 使用量 kL 3.1 2.8 2.2
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 108 95 78
CO2排出量 t-CO2 7.2 6.4 5.2
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.022 0.020 0.016
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 1.47 1.33 1.09

軽 油 使用量 kL 0.0 0.0 0.0
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 0.0 0.0 0.0
CO2排出量 t-CO2 0.0 0.0 0.0
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.000 0.000 0.000
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 0.00 0.00 0.00

灯 油 使用量 kL 0.5 0.4 0.9
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 18 16 31
CO2排出量 t-CO2 1.2 1.1 2.1
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.004 0.003 0.007
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 0.25 0.22 0.44

Ｌ Ｐ ガ ス 使用量 t 7.5 6.8 6.0
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 377 339 303
CO2排出量 t-CO2 22.5 20.3 18.1
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.077 0.070 0.063
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 4.60 4.21 3.78

都市ガス 使用量 千Nm3 26.7 25.0 30.1
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 1,099 1,029 1,236
CO2排出量 t-CO2 57.7 54.1 64.9
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.224 0.214 0.258
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 11.78 11.23 13.55

合 計 総ｴﾈﾙｷﾞｰ量 GJ 12,804 10,791 10,675 -1.07%

総CO2排出量 t-CO2 604 438 465 6.19%

総ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 2.61 2.24 2.23 -0.65%

総Co2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 123.2 91.0 97.1 6.64%

t 4,901 4,812 4,792 -0.42%

原紙使用量（原単位）に対するエネルギー量およびCO2排出量実績

-3.06%
○

-2.65%

【今泉工場】

区　分 単　位 前年比 評 価

-18.38%
○

-18.04%

20.14%
×

20.65%

×

原単位 (原紙使用量)

100.70%
×

101.55%

-10.57%
○

-10.19%
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ｴﾈﾙｷﾞｰ÷原紙使用量（GJ/t） 　　                
CO2排出量÷原紙使用量（(kg-CO2)/t）

2022年度 2023年度 2024年度
実績 実績 実績

電 力 使用量 千kwh 704 674 623
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 6,921 6,626 6,123
CO2排出量 t-CO2 318.2 253.5 254.1
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.843 0.960 1.043
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 38.77 36.73 43.29

ガ ソ リン 使用量 kL 0.2 0.2 0.2
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 8 7 7
CO2排出量 t-CO2 0.5 0.5 0.4
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.001 0.001 0.001
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 0.06 0.07 0.07

Ｌ Ｐ ガ ス 使用量 t 5.6 5.2 3.5
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 280 261 174
CO2排出量 t-CO2 16.8 15.6 10.4
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.034 0.038 0.030
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 2.04 2.26 1.77

蒸 気 使用量 千ｔ 1.66 1.57 1.47
ｴﾈﾙｷﾞｰ換算 GJ 3,485 3,298 3,084
CO2排出量 t-CO2 249.2 235.8 220.5
ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 0.425 0.478 0.525
CO2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 30.36 34.17 37.56

合 計 総ｴﾈﾙｷﾞｰ量 GJ 10,694 10,192 9,387 -7.90%

総Co2排出量 t-CO2 585 505 485 -3.94%

総ｴﾈﾙｷﾞｰ/原単位 GJ/t 1.30 1.48 1.60 8.27%

総Co2排出量/原単位 (kg-CO2)/t 71.2 73.2 82.7 12.93%

t 8,208 6,902 5,871 -14.93%

区　分 単　位 前年比 評 価

原紙使用量（原単位）に対するエネルギー量およびCO2排出量実績

【比奈工場】

-7.60%
△

8.62%

-10.62%
△

5.08%

△

原単位 (原紙使用量)

-33.24%
○

-21.52%

-6.50%
△

9.91%
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0.00 0.00 0.0 0.0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

今泉 エネルギー効率の向上 計画 73.0 73.3 98.0 103.9 127.6 126.1 90.9 77.4 108.5 107.6 99.2 83.7

エネルギー使用量の節減 実績

CO2の削減 【パッケージ】印刷歩留の向上 計画 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2 97.2

電気使用量の削減 (対前年度平均歩留以上) 実績

（生産性の向上） 計画 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

●削減目標：計画比8,300kwh
                 14,934kWh

実績

計画比 -2.1%

評価 〇

損紙発生量の削減 計画t

●削減目標：前年度比2.4ｔ 実績

計画比 -1.8%

評価 〇

廃溶剤の削減 計画t

●削減目標：前年度比12kg 実績

計画比 -46.0%

評価 〇

水使用量の削減 計画

●削減目標：前年度比45㎥ 実績

計画

実績

計画比 134.7%

評価 ×

売上向上 計画 1 1 1 1 1 1

●目標：年間6件 実績

評価

比奈 エネルギー効率の向上 計画 46.2 75.9 80.6 97.6 96.3 98.2 108.6 67.2 86.4 74.3 122.9 84.5

エネルギー使用量の節減 実績

CO2の削減 カップ関連製品の歩留向上 計画 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0

電気使用量の削減 (96.0%以上) 実績

（生産性の向上） ホログラムK292の歩留向上 計画 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5 97.5

●削減目標：計画比6,200kwh
                 14,934kWh

(97.5%以上) 実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画比 -6.7%

評価 〇

損紙発生量の削減 計画t

●削減目標：前年度比2.5ｔ 実績

計画比 -1.2%

評価 〇

廃溶剤の削減 計画

●削減目標：前年度比65㎏ 実績

計画比 -6.8%

評価 〇

水使用量の削減 計画

●削減目標：前年度比130㎥ 実績

計画

実績 〇

計画比

評価

新規取引の開拓 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

●目標：年間12件 実績

評価

敷地内の緑化推進 森林認証の継続 計画

鉢植え栽培 実績

評価

クーリング,エアコン使用水管理

【機能紙】新規受注数　1件/月

残インキの再利用

地下水使用量の測定

照明不要時の消灯

蒸気漏れ補修

分別の推進、発生損紙の再利用、
リサイクル

-8.1% -5.0%

〇 〇

258.3 242.4

吸気ファンのフィルター管理

クーリング,エアコン使用水管理

原紙使用量に対するCO2排出量原単
位(㎏-CO2/t)の向上 (計画:81.6)

昼休み消灯

エアコンフィルターの清掃

【パッケージ】新規受注数　1件/2カ
月

-100.0%

廃溶剤の削減

地下水・上水道の節約 1,247

2,420

原紙使用量に対するCO2排出量原単
位(㎏-CO2/t)の向上 (計画:95.2)

【情報用紙】シングル機の歩留向
　上 0.1%アップし93.7%に

損紙発生量の抑制、発生損紙の再
利用

1.1% -5.3%

✕ 〇

237.0

環境目標，環境活動計画

（2025年度）
事業
所

環境目標 手段 区分
2025 2026

達成度

×

2.84

0.00

-

-

2.39

50.1%

×

3,059

3,090

101.0% 194.1%

× ×

236.8

-100.0%

〇

1.59

6.72 6.28

6.80 6.31

259.6 244.8

0.5% 1.0%

× 〇

1.2% 0.5%

〇 〇

21,930 16,375

-100.0% -100.0%



④

順守評価者：小林隆一郎 評価日：2025年4月1日

法令等の名称 該当条項 主な法的およびその他の要求事項 法基準（値） 当社の対応
確認部署
（責任者）

確認(実施)日 適用される施設・項目

騒音規制法
※比奈工場：静岡県生活環境の
　保全等に関する条例

5条
6条
8条

・特定工場、特定施設を設置している事業
　所は規制基準を遵守
・特定施設（施行令別表第1）の届出
　例：空気圧縮機・送風機7.5kw以上
      印刷機械
・特定施設の変更届（騒音が増加しない場
  合はこの限りではない）

・新設・変更の工事開始30日前
　（氏名または名称・所在地・種類・
防
　　止方法等）
・規制基準遵守：第4種区域
　（敷地境界：AM6 ～AM8＝60dB
              AM8 ～PM6＝65dB
 　           PM6～PM10＝60dB
              PM10～AM6＝55dB）

今泉工場
・届出書の確認：2008年12月1日付
比奈工場
・届出書の確認：2009年3月17日付

総務課長 2025/3/28 空気圧縮機
送風機
印刷機

振動規制法
※比奈工場：静岡県生活環境の
　保全等に関する条例

5条
6条

・特定工場、特定施設を設置している事業
　所は規制基準を遵守
・特定施設（施行令別表第1）の届出

・新設・変更の工事開始30日前
　（氏名または名称・所在地・種類・
防
　　止方法等）
・規制基準遵守：第2種区域
　（敷地境界：AM8～PM8＝65dB
　　          PM8～AM8＝60dB）

今泉工場
・届出書の確認：2008年12月1日付
比奈工場
・届出書の確認：2009年3月17日付

総務課長 2025/3/28 空気圧縮機
印刷機

7条 ・一般廃棄物処理業者は市町村長の許可が
　必要

・事業系一般廃棄物：事業者が排出す
る
　産業廃棄物以外の廃棄物

・廃棄物削減活動の実施
・指定業者への回収・処分の委託
・生活廃棄物の条例に基づく排出

総務課長 一般ごみ

14条
15条
12条

施行令8条

・産業廃棄物処理業者は市町村長の許可が
  必要
・保管基準の遵守（表示、衛生管理等）
・許可業者に委託（一廃は許可証の確認）
・許可業者に委託（産廃は契約）
・多量排出事業者の削減計画提出・報告
・マニュフェスト発行・返送遅延時の届出
・マニュフェスト交付状況の報告
・専ら再生利用を目的の収集・運搬業者に
  委託

・保管場所表示60cm×60cm以上
　（保管場所の旨・廃棄物の種類・管
理
    者または名称および連絡先）
・委託業者との契約・許可証明書
・廃棄物の種類・数量・運搬の最終目
的
　地・最終処分の所所在地・処分方
法・
　処理能力・契約の有効期間・支払額
等
・管理票交付日からB票・D票は90日以
内

・廃棄物削減活動の実施
・産業廃棄物の表示版設置
　自らの産業廃棄物の収集運搬の基準
・委託業者との契約書・許可証明書の確認
　  注：許可期限期日
・委託契約書の記載内容の確認
・管理票の交付・保管・戻り状況の確認および5
  年間の保存管理
・産業廃棄物管理責任者設置
・産業廃棄物管理票の状況報告を毎年6月末まで
  に県知事宛提出
・年1回処分業者の実地確認・記録の保存

総務課長 2025/3/28

2025/6/11

廃棄物置き場
紙くず、木くず
廃油、廃プラ
段ボール、鉄くず

揮発油類（特別管理産
業廃棄物）

自動車リサイクル法 5条 ・車のリサイクル ・廃車時、リサイクル料金を負担、使
用
  済となった自動車を引取業者に渡

・廃車時、総務課で処置 総務課長 該当なし 車両

家電リサイクル法 2条
6条

・家電のリサイクル ・家電（エアコン、テレビ、冷蔵庫・
冷
　凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）をリサ
イ
  イクルする時、リサイクル料金を負

・家電廃棄時、総務課で処置 総務課長 2024/12/24 家電（エアコン、テレ
ビ、冷蔵庫・冷凍庫、
洗濯機・衣類乾燥機）

資源の有効な利用の促進に関す
る法律

(26～33条) ・パソコンのリサイクル ・パソコンリサイクル時、リサイクル
料
　金を負担し、引取り業者に渡す。

・パソコンをリサイクルする時、総務課で処置。 総務課長 該当なし パソコン

下水道法 10条
12条

・下水道への放流
・除害施設の設置

・排水管、排水施設、処理施設および
  ポンプ施設その他の施設の総体

・排水基準の厳守（下水道はトイレの排水のみ放
　流）

総務課長 排水管

浄化槽法
静岡県浄化槽法施工細則

5条
8～10条
11条

・設置または変更時の届出
・保守点検
・定期検査

・新設.変更.廃止後30日以内
・清掃.点検1回/3箇月
・1回/年指定検査機関

・委託業者の清掃.点検結果書確認 総務課長 2025/3/28 浄化槽

特定化学物質の環境への排出量
の把握等及び管理の改善の促進
に関する法律（PRTR法）

2条 ・特定化学物質（質量1トン以上、従業員
　21名以上）

・排出量・移動量に関する届出 ・排出量・移動量調査 比奈工場 技術室員 2025/4/18 インキ、溶剤

消防法
危険物の規制に関する政令

21条の4
31条の4

10条別表

・火災報知機の設置（工場500㎡以上）
・屋内消火栓の設置（工場700㎡以上）
・消防用設備等の点検と報告
・危険物取扱（指定数量以上）

・防災管理に係る消防計画の作成・届
出
・防災管理点検の実施・報告

・消防設備の定期点検
・危険物取扱者（乙種４類）
・防火管理者

総務課長 2025/4/7 火災報知機
消火栓
火災報知機
溶剤

労働安全衛生法 11条 安全管理者 ・50人以上の労働者を使用する事業場
で

任命 総務課長 2025/3/28 工場

廃棄物の処理および清掃に関す
る法律
（廃棄物処理法）

関連法規の状況
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④

順守評価者：小林隆一郎 評価日：2025年4月1日

法令等の名称 該当条項 主な法的およびその他の要求事項 法基準（値） 当社の対応
確認部署
（責任者）

確認(実施)日 適用される施設・項目

関連法規の状況

52条
66条

ストレスチェック
定期健康診断
特殊健康診断
深夜業従事者健康診断

　1年以内ごとに１回

　6箇月以内ごとに１回
　6箇月以内ごとに１回

実施 2025/2/12,21

2024/8/23
2024/8/23

労働安全衛生規則 36条 事業者の責務 ・特定業務は公的資格が必要 クレーン運転・フォークリフト運転・玉掛け・紙
断裁機の刃部の調整業務・研削といしの取替え等
の業務・化学物質管理者・有機溶剤作業主任者・
乾燥設備作業主任者・保護具着用管理責任者

総務課長 クレーン・フォークリ
フト・玉掛け・紙断裁
機・研削といし・有機
溶剤・乾燥設備

労働安全衛生法施行令 45条 局所排気装置等定期自主検査者 局所排気装置、除じん装置等において
は局所排気装置の定期自主検査指針に
基づき1年以内ごとに1回、定期的に自
主検査を行う。

局所排気装置等定期自主検査者が1年ごとに実施 比奈工場長 2024/8/30 比奈工場

静岡県地下水の採取に関する条
例

14条の4 ・地下水の採取量 ・揚水機の吐出口断面積が14㎠
　（直径42mm）を超えるもの

・年間総採取量の届出 総務課長 2025/1/17 地下水

フロン排出抑制法 16条 ・機器を適切に設置し適正な使用環境を維
　持し確保すること。

全ての第一種特定製品 簡易点検：3箇月に1回以上
7.5kW以上50kW未満のエアコン：3年に1回以上点

総務課長
製造の各課長

2025/3/28 エアコン、コンプレッ
サー、チラー

2/4






